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 この新聞は、おやじクラブから平和幼稚園の

全園児のおやじへの情報発信のために企画され

たものです。 
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「ドッグレース ２人＋４匹の子供達」 

         11組     高橋 敏彦 
 我家には 2 人の娘と､４匹の子供達がおりま
す｡毎年恒例の家族行事となっている犬ぞり大
会は今年で6年目になります｡ 
 子供達(犬)との出会いは､8 年前道新の｢差し
上げますコーナー」。当時まだ､子供の居なかっ
た我家ではドンクチャンを連れて海へ､スキー
へ…そして運命的な出会い､真駒内での犬ぞり
大会、私の血管は切れました。全く感性の違う
人間と犬が犬ぞりを通じて一緒の風を感じてい
る｡「自分も同じ風を感じたい」…そして､今で
は､雑種犬1頭､ハスキー犬2頭､猫1頭､そして
我家の大事な宝「ゆうき&みさき」、わずか 8
年間で2人＋４匹の子持ちとなってしまったの
でした｡ 
 ゆうきの犬ぞり初体験は1歳9 ｹ月の時｡まだ
そりを､掴めないのでベビイシートをくくりつ
け､無理矢理大会に出場させました｡泣き叫びな
がらも犬との同じ風を感じたのか、5 歳の今シ
ーズンは､犬をいたわりつつ｢今日はお願いだか
らまっすぐ走ってね｡」と自分の 3 倍以上も大
きい犬の頭をなでているのでありました｡ 
 今シーズンはみさきも2歳でデビューさせま
した｡(なんとムツゴロウさんのテレビに出てし
まった｡ラッキー） 
 いつまで走れるか分かりませんが､我家の犬
達が走る限り､娘達には風を共感させてあげた
い｡ また冬のにおい(娘が言います｡｝が楽しみ
です｡ 
 
《たかはしゆうき  主な戦績》 
★97稚内大会37位(1歳9か月)史上最年少 

★98稚内大会準優勝(3歳) 
★99.滝野チャンピオンシップ2位入賞(4歳) 
★99.千歳チャンピオンシップ2位入賞(4歳) 
☆99.南北海道犬ぞり森大会7位(4歳) 
☆99.NISEKO大会6位(4歳) 
★99.第2回道新スポーツ杯準優勝(4歳) 
☆00.第23回帯広選手権大会7位 (5歳) 
★00.第8回釧路湿原大会5位入賞(5歳) 
☆00.ジャパンカップ 稚内大会12位(5歳) 
★00.第11回ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ札幌大会優勝(5歳) 
☆美唄チャンピオンシップ大会7位(5歳) 
☆マシュオン八千代帯広大会7位(5歳) 
  インチキパパの成績は中の中位です｡夏大会
は常連にて入賞しておりますが･･･(犬ぞりって
実は夏大会も有るのです｡スポーツ新聞参考) 
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「ギョーザの中身」 

          ２組担任 平上 健一 
 ギョーザは数多い中華料理の中で最も手軽で
人気のある料理である。しかし、「ギョーザは中
華料理の中で最大の傑作である」と、一部の専
門家の間では、そこまで高く評価されているこ
とを知っている人は少ないと思われる。「これ
ほど簡単で安く、栄養価の高い料理は他にはな
い」と言うのだ。 
 ただし、ギョーザにもひとつ欠点がある。そ
れは「ぱっと見た目に中身がわからなく、あま
り美味しそうには見えない」という点だ。 
 それでも絶対的な人気を保っているあたり、
やはりギョーザは素晴らしい料理なのである。 
 とんでもない例え話から始まってしまったが、
私がこの O-mail を書くにあたり編集局からあ
るテーマが与えられた。それは「父親との思い
で」である。もちろん父親について思うこと、
考えることや父親との思い出はたくさんある。
しかし、ここで私が父親との思い出を披露した
ところで、読者の皆様が思うことと言えば「あ
～そうなの」くらいと思う。 
 という訳で、あえて思い出など語らずに、率
直な父親-おやじに対する意見を述べたいと思
う。それは一言「見た目じゃないよ！」です。
どんなに着飾っても、髪をセットしても父親は
父親です。本当の姿で子どもたちと接してあげ



てください。たくさん遊んであげてください。 
 生意気なことを書いてしまいましたがお許し
ください。今年もよろしくお願いします。 
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「必要なのは見守ってやること」 

  東京学芸大学小林助教授 
     「プチタンファン」から要約版 
 いま、情緒が不安定で攻撃的なこどもの増加
に頭を抱えています。子供は泣いても悲しんで
も良いのですが、それをおさめるコツを教えて
もらっていない。いつまでも感情がコントロー
ルできなければ、ほかの人とコミュニケーショ
ンがとれない。 
 すべてではないが、問題を抱えている家庭も
あり、次の２パターン。 
 ひとつは、親側の非社交性がベースにあり、
その不安感を子供で解消するタイプ。自分が向
けたいと思った方向へ子供を向ける働きが強く、
いわば「お世話のしすぎ」。親側の一方的な感情
で子供に腹を立てる。子供は感情を出せず、自
分の気持ちをなだめる経験ができない。 
 もうひとつは、子供に関知しない「世話しな
さすぎ」タイプ。親は自分の世界を大事にしす
ぎて、子供に相対さないので、子供からみると、
自分がなにをやっても反応がない。そこで関心
を得ようと周囲に攻撃を向ける。自分が大切に
された経験がないから、他人を大切にする方法
もわからない。 
 感情をおさめる方法は、昔からのおばあちゃ
んのテクニック「おお、よしよし。あっ、カラ
スが飛んでる」がある。 
 「よしよし」は自己肯定で感情をおさめる言
葉、まわりの人に言われることによって、だん
だんと自分自身に向かって言うようになり、感
情をコントロールできるようになる。「カラス
が飛んでる」はとりあえず注意をそらす言葉。 
 親だって、堪忍袋の緒が切れることはあるが、
怒ってしまったら、それを長引かせずにどうお
さめるか。そのおさめ方を子供が見ています。 
 一方、子供の怒りに対しては、子供が感情を
おさめた瞬間を大切にするということです。 
ギャーと泣いたら、その最中に原因を追及した
りせず、「いまか、いまか」と身構え、おさまっ

たら、にっこりと笑いかけると、安心して気持
ちがおさめやすい。 
 「早くおさめなきゃ」「人前なのに」と思い始
めるとにっこり笑う余裕などなくなる。 
 子供がクールダウンしたときに、ほめてやる
ことができた。そして子供もにっこり笑った。
そんな瞬間を大事にして、そこに目標をもって
いけば、自然に身に付きます。 
 

�-ｸﾗﾌﾞｲﾍﾞﾝﾄ����� 

 ５月 20 日（土）に学年別懇親会及び定期総
会を開催します。 
 学年別懇親会では、「幼稚園の１日」のビデオ
紹介や園児体験（先生と踊ろう「赤ずきんちゃ
ん気をつけて」）などを予定しています。 
 案内は追って、「ふれあい通信」でお知らせし
ます。 
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 ４月 20 日（木）に幹事会が開催され、今年
度のお-ｸﾗﾌﾞの行事内容・日程等について検討さ
れました。主な行事は次のとおり。 
 
5/20 学年別懇親会、定期総会 
5/ 21  花見 
６月  田植え体験、普通救命講習会、ﾗﾌﾃｨﾝｸ  ゙
７月  七夕ﾌｪｽﾀおやじの店（わたあめ、おでん） 
８月  ﾈｲﾁｬｰｽｸｰﾙ（１泊２日ｷｬﾝﾌﾟ体験） 
９月  秋のゲーム大会・稲刈り 
10月 おｸﾗﾌ  ゙10周年記念式典 
11月 手打ちそばﾊﾟｰﾃｨ、利き酒会、観楓会 
１月  新年会、ｽｷｰﾂｱｰ、ｽﾉｰﾌｪｽﾀﾓﾆｭﾒﾝﾄ作成 
２月  ｽﾉｰﾌｪｽﾀ（もちつき･豚汁） ｼﾞｮｲﾝﾄﾊﾟｰﾃｨ 
※日程は変更することがあります。 
 各行事の案内は「ふれあい通信」でお知らせ
します。 
 
 自由にご発言ください。お待ちしています。 
            担当：なみかわ 
   E-mail：namikawa@mpd.biglobe.ne.jp 
 


